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（
国
民
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
四
の
二
第
一
項
第
十
八
号
中
「
第
六
条
、
第
七
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
五
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、「
第

二
十
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
」
を
「
第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
七
第
五
項
の
表
基
準
日
に
お
い
て
船
員
保
険
の
被
保
険
者
（
組
合
員
及
び
国
の
組
合
の
組
合

員
を
除
く
。）で
あ
る
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
項
中
「
第
十
一
条
の
三
第
一
項
」
を「
第
十
二
条
第
一
項
」

に
、「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
一
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
七
号
中
「
第
七
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
五
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

（
法
人
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
二
十
九
号
リ
中
「
若
し
く
は
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
五
十
七
条
ノ

二
（
福
祉
事
業
）」を
削
り
、「
若
し
く
は
管
理
又
は
事
業
」
を
「
又
は
管
理
」
に
改
め
る
。

（
印
紙
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

印
紙
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
第
五
十
七
条
ノ
二
第
二
項
又
は
第
三
項
（
福
祉
事
業
）」を
「
第
百
十
一
条
第
二
項
（
保

健
事
業
及
び
福
祉
事
業
）」に
、「
第
三
十
一
条
ノ
六
第
一
項
」
を
「
第
八
十
三
条
第
一
項
」に
、「
第
三
十
二
条
第
一
項
」

を
「
第
七
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
八
十
一
条
」
に
、「
分
娩
」
を
「
出
産
」
に
改
め
る
。

（
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
中
「
事
業
及
び
」
を
「
事
業
、
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
を

使
用
し
て
行
う
船
舶
所
有
者
（
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
所
有
者
と
さ
れ
る
者
）
の
事
業
及
び
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
労
働
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
労
働
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第

百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
中
「
第
五
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
労
働
保
険
事
務
組
合
に
対
す
る
報
奨
金
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

労
働
保
険
事
務
組
合
に
対
す
る
報
奨
金
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
八
年
政
令
第
百
九
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
す
る
第
一
項
一
般
拠
出
金
」
を
「
す
る
一
般
拠
出
金
」
に
、「
第
一
項
一
般
拠
出
金
を
」を「
一

般
拠
出
金
を
」
に
、「「
第
一
項
一
般
拠
出
金
に
」
を「「
一
般
拠
出
金
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
項
一
般

拠
出
金
（
」
を
「
一
般
拠
出
金
（
」
に
、「
第
一
項
一
般
拠
出
金
に
」
を
「
一
般
拠
出
金
に
」
に
、「
第
一
項
一
般
拠
出

金
等
」
を
「
一
般
拠
出
金
等
」
に
、「
第
一
項
一
般
拠
出
金
の
」
を
「
一
般
拠
出
金
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
中
「
第
一
項
一
般
拠
出
金
等
」
を
「
一
般
拠
出
金
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
一
項
一
般
拠
出
金
に
」
を
「
一
般
拠
出
金
に
」
に
、「
第
一
項
一
般
拠
出
金
の
納
付
」を「
一

般
拠
出
金
の
納
付
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
項
一
般
拠
出
金
」
を
「
一
般
拠
出
金
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
第
一
項
一
般
拠
出
金
等
」
を
「
一
般
拠
出
金
等
」
に
、「
第
一
項
一
般
拠
出
金
の
」
を
「
一
般
拠
出
金
の
」
に

改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
一
項
一
般
拠
出
金
」
を
「
一
般
拠
出
金
」
に
改
め
る
。

（
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中「「
法
第
七
条
」
と
あ
る
の
は「
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
条
」と
、」

を
削
る
。

（
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
一
年

政
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
六
条
の
二
の
表
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
項
中
「
船
員
保
険
法
」
を
「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
四
十
二
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十

二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
」
と
い
う
。）」
に
、「
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
同
法
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二

号
」
に
、「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
表
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
船
員
保
険
法
」
を
「
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険

法
」
に
、「
同
法
」
を
「
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
船
員
保
険
」
を
「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
」
に
改
め
、
同
条
中
「
船
員
保
険
」
を

「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
」
に
、「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
」
を
「
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
第
二
号
に
掲
げ

る
額
を
合
算
し
た
額
か
ら
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

船
員
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
国
庫
の
負
担
す
べ
き
費
用
に
相
当
す
る
額

第
百
二
十
九
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
船
員
保
険
特
別
会
計
」
と
あ
る
の
は
、「
全
国
健
康
保
険
協
会
」
と
す
る
。

（
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
）

第
二
十
四
条

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
五
号
中
「
第
七
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
五
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
）

第
二
十
五
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
五
号
中
「
第
七
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
五
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

˜˜


		2009-12-23T14:50:50+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




